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千葉県谷当町の木下部層産のニオガイとマツカゼガイ

との間に認められる特異な古生態について

芳生鵠福田

1°はじめに

千葉市谷当町の入口付近に発達している木下部

層下部層上部（大森・福田（1976）の柱状図(A)の

番号7）より産出する穿孔貝の化石について，筆

者は今迄にたびたび報告して来た（福田, 1?77a;

福田, 1977b;福田・大森, 1977)。

今回，そこから産出したニオガイ(Barnea(An-

chomsa)mnnensis(Hiilippi》の巣穴内部に存

在するマツカゼガイ(NotiruSmitiS.(DeShayes))

長10m,殻高3mmp殼幅5mnの値を示し，殻後端

は大きく開口している（図2）。殼表にヤスリ状

の突起が発達し、汚褐色の色素の沈着が認められ

る（図7）。殻内側では，殻後端から殻前方寄り

の7m前後の箇所にある，殼頂部より伸張してい

る細い棒状突起が良く保存されている（図8の左

側の矢印，図9の下側の矢印）。この棒状突起外

側に存在する牙状突起により両殻が銭合し（図8

の右側の矢印，図，の上側の矢印），殻後端が異

常に大きく開口している点を除外すれば，それは

生息時の様子と変るところが底い◎

とのニオガイの殼腔内に，マルスターレガイ科の

合弁のマツカゼガイが認められる（図2）。マツ

カゼガイは殼長8nnn,殻高5nun,殼幅3m程のも

ので，鍍合面に5主歯を具え，深い套線鱒入を持

ち（図6），ニオガイの棒状突起・牙状突起の部

分に殻前端部が位置し，殻後端部が3m程ニオガ

イの殼外に露出している（図2～ろ）。厚質のマ

ツカゼガイの殻表に認められる板状の輪肋は良く

発達し，その間に微細な放射肋が刻玄れる（図4

～5）。これら2種の貝類は現生種の観察により，

潮線付近の泥岩中に機械的に穿孔するものである

ことが知られている（波部， 1965)。

について，古生態の立場から報告する。

2．観察

谷当町の木下部層下部層上部を構成する貝化石

層中には，小児頭大から鶏卵大に及ぶ円磨度の高

い泥岩質の礫が大量に含まれている。それらの礫

は灰白色～褐色を呈し脆く，表面に多数の円型の

巣穴開口部が認められる。

巣穴内部にしばしば合弁のニオガイ(Barnea

(Anchormsa)nnnileIEis(Phllippi))が存在する

ととから，それらの巣孔はニオガイにより形成さ

れたものと考えられる。筆者は，そのよう履礫の

中から長径5cm,短径4.5cm,厚さ2cm前後の褐

色を呈した泥岩片を見出し，それを割って巣穴内

部のニオガイを調べている際に，合弁のマッカゼ

ガイ(Notirusmitis(Deshayes))がニオガイの

殼腔内に侵入している例に遭遇した。

このニオガイは，礫の辺縁に存在する遺棄され

た古い巣穴の側壁の一部に穿孔しており，一方側

の殼体が壁面に露出している（図1の矢印）。巣

穴開口部の大きさは直径5mmの円型を呈し，巣穴

の深さは14mm前後ある。巣穴の壁面には同心円

状の擦痕が認められる。

巣穴内部のニオガイは合弁であり，大きさは殻

3．論議

本論のマツカゼガイは，ニオガイの殼腔内で生

態学的履原位置を保ち，かつ合弁であることから

考えるに，死殼が遇然ニオガイの巣穴内部に流入

したとは恩われ丘い。マツカゼガイは生息時に，

底質表面に露出しているニオガイを伴なう礫中に

穿孔したと考えられる。

では，マツカゼガイはどのような状況のもとで，

礫中のニオガイの殻腔内に侵入したのであろうか。

マツカゼガイが，ニオガイの棒状突起・牙状突起

の部分で止玄っていることは，それを考察する上そ千葉県衛生研究所病理研究室
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に重要な論点とたる。

マツカゼガイが稚貝の段階でニオガイの巣穴内

部に侵入した場合，ニオガイが生息時であれば，

容易に排除されてしまうこと。 もし，それが死殻

に侵入したとすれば，殼体が小型であるために，

棒状突起・牙状突起の部分で止まるとと履く， よ

り殻深部に落下定住する可能性が高いこと。また，

マッカゼガイの成長と共に前記の諸突起は破壊さ

れてしまったと考えられること。それらを考慮す

るに，マツカゼガイは稚貝の段階でニォガイの巣

穴内部に侵入したのでは履く，かなり成長した時

点で行凌われたことが推定される。

穿孔生活に高度左適応性を獲得したニオガイで

は，靱帯は退化消失しており，死後軟体部の腐敗

と共に容易に両殻に分離し，殼内の細い棒状突起

は外力（主として潮流に坐る巣穴内部での回転）

による不自然履殼体の移動によって，間も履く失

なわれてしまう。今回の化石種のニオガイでは，

それが全く認められない。ニオガイの死殻が，巣

穴内部で生息時のものと全く変るところの無いほ

ど良く保存されるためには，死後急速に埋没する

か，生没するかして，物理的履外力が全く加わら

なかった場合に限られる。マツカゼガイが巣穴内

部に侵入するには，礫が底質表面に露出している

ことが必要条件である。

これらのことは，マツカゼガイがニオガイの巣

穴内部に侵入を開始したのは，ニオガイの生息時

であったことを強く示唆している。

ニオガイの殻長が10mmあることからすれば，本

来の巣穴の深さは20mm前後あったと考えられる

(福田， 1977 ；福田･大森， 1977)。現生種のニ

オガイの巣穴開口部の大きさは，殻長10mm前後の

ものにおいて，数m以内であることからすると，

マツカゼガイは巣穴開口部を破壊しつつ侵入した

ことが推測され，化石種のニオガイの巣穴の深さ

が･14mmであるのは，それが原因の1つとなって

いると思われる。

巣穴内部のニオガイは，マツカゼガイが巣穴開

口部を閉鎖することにより，呼吸と食物摂取を著

しく阻害された結果，死亡したと考えられる。マ

ッカゼガイはニオガイの死後も生き続け，ニオガ

イの殼内腱にまで侵入したことが推定される。

以後，軟質の礫が水流により次第に磨耗して行

ったと思われるが，ニオガイの殻腔内のマツカゼ

ガイがクサピの役目を果し，ニオガイの殻体を巣

穴内壁に密着させたため， 2種類の二枚貝が生態

学的な原位置を維持し続け得たと考えられる。

マツカゼガイがニオガイの巣穴にまで穿孔し丘

ければならなかったのは，当時の海底において，

穿孔に適する礫が極端に少廠かつたこと。蚕た,

館山湾より得た現生種のマツカゼガイの成熟殻で

は，殻長20mm前後あり， これを化石種のマツカゼ

ガイについて考えてみると，殻成長の中ばにおい

ても左お巣穴より脱出し，他の場所に再び巣孔を

形成する能力のあることを示していると解される。

これは，マツカゼガイがニオガイよりも遅れて

穿孔能力を雄得したことと，その穿孔はマツカゼ

ガイの進化の途上において，一時的なものであっ

たが，次第に固定して行ったことを暗示している

と考えて良いのでは底いだろうか。

4° まとめ

千葉市谷当町の木下部層下部層より得た小型の

礫中に形成された，ニオガイ(Barnea(Anchomasa)

'I'anilensis(H'ilippi))の合弁殻を含む巣穴内部

に，マツカゼガイ(Notlrusmitis(Deshayes))が

認められた。このマツカゼガイは，巣穴内部のニ

オガイが生きている時に，巣穴開口部を機械的穿

孔によって破壊しながら侵入したことが推測された。

マツカゼガイの侵入時期は， 自身がかなり成長

した時点であったことが示唆され，マツカゼガイ

は，その段階においても左お巣穴から脱出し，他

の場所に再び穿孔する能力のあることを示してい

ると考えられる。
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図1 ：千葉谷当町の木下部層下部層より得た泥岩

質の礫に穿孔しているニオガイ(Barnea(狸聖一

masa)mapilensis(PhiliPP'))(矢印)と,殻内

腔の-マツカゼガイ(NotiruSm"is(Deshayes))を

示九

図2 ：図1の矢印にエリ示した穿孔貝の全型

図3 ：図2の一部拡大。マツカゼガイはニオガイ

の棒状突起・牙状突起の部分で止童っている。

図4 ：同上のマツカゼガイの板状を呈した輪肋を

示す。
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図5 ；ニオガイの殼腔内より摘出したマツカゼガ

イ。殻表に板状の輪肋が発達し，その間に微細

な放射肋が刻まれる。

図6 ：同上のマツカゼガイの殻内側。5本の主歯

と深い套線簿入が認められる。

図7 ：巣穴より摘出したニオガイ。殼表にヤスリ

状構造が発達している。

図8 ：同上のニオガイの殻内側棒状突起（左側

の矢印）と牙状突起（右側の矢印）が良く保存

されている。

図9 ：図8の棒状突起（下側の矢印），牙状突起

（上側の矢印）の拡大。
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